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社会保障制度と
質問のポイント
社会保障制度と
質問のポイント

in 東京４月２８日（火）

1974年生まれ。専門は、社会福祉政策、貧困に対する支援。社会福祉士、精神保健福祉士。
立教大学大学院コミュニティ福祉学研究科博士後期課程修了(コミュニティ福祉学博士)。
志木市役所職員、埼玉県庁職員、高千穂大学准教授、同教授を経て現職。杉並区子ども・子
育て会議会長、内閣府子どもの貧困対策に関する検討会構成員(オブザーバー)など、貧困問
題の専門家として幅広い活動を続けている。著書に、『精選生活保護運用実例集』(編著・第
一法規出版)、『生活保護vsワーキングプア』『生活保護vs子どもの貧困』(PHP新書)、『隠
された貧困』(扶桑社新書)など。

【明治大学専門職大学院ガバナンス研究科
　　　　　　　　　　（公共政策大学院）専任教授】

講師：大山 典宏

◆10:00 ～ 12:30

◆13:30 ～ 16:00
   地方議会から始まる「社会保障×教育」の新たなアプローチ   地方議会から始まる「社会保障×教育」の新たなアプローチ
　1.政治不信に直結する社会保障制度
　2.そもそも社会保障とは何だろう
　3.注目される「社会保障×教育」
　4.地方議会にしかできない社会保障へのアプローチ
　5.ゲーム開発者が解説：話題の『社会保障ゲーム』とは？
　6.［対談］『社会保障ゲーム』開発者×社会福祉政策研究者

1.行政職員からみた「嬉しい質問」「厳しい質問」
2.社会福祉分野における主要テーマを概観する
3.「誰が答弁を書いているのか」を知っていますか
4.メディアが注目する、行政職員が唸る質問をするコツ
5.ケーススタディ：地方議会とメディアが行政を変えた瞬間
6.現役議員が語る「大学院の学びを生かした一般質問」

   メディアが注目する、行政職員が唸る質問をするコツ：社会福祉を軸に考える   メディアが注目する、行政職員が唸る質問をするコツ：社会福祉を軸に考える


